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気候変動政策に関するコメント
伊与田昌慶（気候ネットワーク主任研究員） 2020年8月23日



2015年、COP21パリ会議で「パリ協定」合意
・産業革命前からの地球平均気温上昇を1.5～2℃未満に抑える
・気候災害の深刻化のため国際社会では「1.5℃」が規定路線に

©Masayoshi Iyoda



このままではパリ協定1.5～2℃目標は達成できない
今の各国目標がすべて達成されても約3℃上昇になると予想される

Source: UNEP



IPCCの科学によれば、「1.5℃未満」は実現可能だが、
2030年までに2010年比で約45%のCO2削減、
2050年頃までに「CO2正味ゼロ」が必要。
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温室効果ガス排出削減目標
の引き上げと、CO2を大量
に出す「石炭中毒」からの
脱却を各国に求める。

Photo: Masayoshi Iyoda, Kiko Network, 2019

アントニオ・グテーレス
国連事務総長・COP25演説



https://www.climatewatchdata.org/2020-ndc-tracker

2020年は、温室効果ガス排出削減目標引き上げの年
世界で多くの国が目標を引き上げて国連に再提出した／しようとしている

https://www.climatewatchdata.org/2020-ndc-tracker


グラフ：環境省「2018年度（平成30年度）の温室効果ガス排出量（速報値）について」のデータより伊与田作成

日本の温室効果ガス排出量の推移と目標
＊目標の基準年はまちまち
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百万t-CO2

2020年までに
3.8%以上削減（2005年比）

2030年までに
26%削減（2013年比）

2050年
80%削減
（現状比）
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2013年以降、5年連続で温室効果ガス排出を削減したが、
日本の1990年から2018年にかけての温室効果ガス排出
削減は、2.5％削減。2050年実質ゼロへの大幅削減が必要。



安倍総理大臣の施政方針演説（2020年1月20日）；
「我が国は、5年連続で温室効果ガスの削減を実現いたしました。
2013年度比で11.8％の削減は、G7の中で英国に次ぐ削減量です」

Image: 首相官邸・内閣広報室 政府インターネットテレビ
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グラフ：英国政府「Provisional UK greenhouse gas emissions national statistics 2018」のデータより伊与田作成

百万t-CO2

2020年までに37%削減

2030年までに57%削減

2050年までに
100%削減

英国の温室効果ガス排出量の推移と目標
＊目標の基準年はいずれも1990年

2025年までに51%削減
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グラフ：英国政府「Provisional UK greenhouse gas emissions national statistics 2018」のデータより伊与田作成
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英国の温室効果ガス排出量の推移と目標
＊目標の基準年はいずれも1990年

2025年までに51%削減

日本は1990年～2018年にかけて2.5％減だが、
英国の温室効果ガス排出量は、1990年～2018年にかけ
て43.5％削減。目標も日本より高い。



今年3月、日本政府は、2030年までの温室効果ガス排出削減目標
を「26%削減」のまま再提出し、国際的な批判を浴びる。
遅くともCOP26までに目標を引き上げることが必要。
（例えばデンマークは「2030年までに70%減」とCOP25で演説）

記事出典：https://www.climatechangenews.com/2020/03/30/japan-sticks-2030-climate-goals-accused-disappointing-lack-ambition

https://www.climatechangenews.com/2020/03/30/japan-sticks-2030-climate-goals-accused-disappointing-lack-ambition


日本の石炭火力発電政策、
転換か？

2020年7月2日、読売新聞
「日本政府、2030年ま
でに非効率な国内の石炭
火力発電を100基休廃止
の方向」と報道



基数で言えば「100基減」だが、設備容量で見れば2割減。
パリ協定の1.5℃目標のためには「10割減」が必要。

グラフ：気候ネットワーク



•石炭火力発電所の新増設を取
りやめるべき。
•既存のものも含め、2030年ま
でに国内のすべての石炭火力
発電所をフェーズアウトする
計画を策定すべき。
•運転中の石炭火力発電所の実
態の情報公開をすべき。

グラフ：気候ネットワーク（2018）
「石炭火力 2030 フェーズアウトの道筋」出典： https://www.kikonet.org/info/press-release/2018-11-09/coal-phase-out-2030

国内：脱石炭フェーズアウトへ
電力供給力不足に陥ることなく、原子力に頼ることなく、
「2030年石炭火力発電ゼロ」は実現可能。



URL：https://www.nrdc.org/experts/han-chen/power-shift-new-report-international-coal-vs-re-finance

日本はG7第１位の石炭事業支援国
G20の石炭・再エネ事業の海外向け資金支援規模（2013～2016年）

2020年7月、「原則禁止」を打ち出したが、抜け穴も残り、実効性に課題。



「人間ではなく、汚
染に課税する必要が
ある。化石燃料への
補助金をやめる必要
がある」

アントニオ・グテーレス
国連事務総長（2019年5月28日）
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脱炭素を進めるために

「人間ではなく、汚染に
課税する必要がある。化
石燃料への補助金をやめ
る必要がある」
アントニオ・グテーレス国連事務総長（2019年5月28日）
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出典：CAN-Japan

省エネと持続可能
な再生エネ100％
への転換で、環境
だけでなく健康に
も経済にもよいグ
リーンリカバリー
を。








